
ケアしあう希望ある社会を目指して

～ユースの生きづらさを探る～

中間報告
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大学女性協会 調査・研究委員会

片岡雅子



ユースの皆さんの視点を積極的に学び、
誰もが生きやすい希望ある社会を共に実現していくために

〇 現在のユースが抱えるさまざまな問題を把握する

〇 問題の背景にある社会的障壁を認識する

〇 社会的障壁の除去や解決方法を検討する

〇 どのように助け合うことができるかを追究し、提言に繋げる

調査の目的



➢ 全支部へのアンケート調査協力の呼びかけ

➢ 支部を通じて大学、学校関係者に依頼、あるいは、学生に

直接依頼

➢ アンケートの回答は、オンライン「Google form」で収集

2023年5月～7月中旬

➢ インタビューは、対面あるいはオンラインで実施

2023年7月下旬～9月

アンケート 291名 インタビュー 12名

協力支部 10支部

調査方法



1．ご自身のことを教えて下さい。

2．コロナ禍であなたはどんな影響を受けましたか。

3．受けた影響により、悩んでいることや困りごとをどのように解決、改善しましたか。

4．設問２で選んださまざまな悩みや困りごとを改善、解決しようとするにあたり、

障壁（妨げ）となったものは何ですか。

5．設問４の問題解決のために行なった行動を具体的に教えて下さい。

6．学内や学外で、ボランティアやイベントなど、社会活動に参加していますか。

7．参加している方にお聞きします。参加している活動は、SDGｓの17の目標の

どの項目に関係しているのかチェックして下さい。

8．参加している方は、具体的な活動内容を教えて下さい。

アンケート
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その他
想像していた学校生活が送れなかった
様々な制限を受けストレスがたまった
教育を受ける機会の制約を受けた
将来への不安（進学・就職）を感じた

漠然とした不安を感じた
対面授業がもっと多い方がよいと思った

コロナ対策に関する政府・自治体への不信感を持った
孤独を感じた

健康状態が悪くなった
インターネット環境が悪くて学習しづらかった

アルバイトができないなど経済的に厳しくなった
★人とのつながりの大切さに気づいた

★好きなことに集中し、やりたいことを自由にできた
★オンライン授業は学習しやすかった

★人生を深く考えるなど様々な学びがあった
★教育を受ける方法についての選択肢が増えた

★オンラインで人とつながる機会がたくさんあった
★健康状態がよくなった

★大学から様々なサポートを受けることができた

2．コロナ禍であなたはどんな影響を受けましたか。





4．設問２で選んださまざまな悩みや困りごとを改善、解決しようとするにあたり、

障壁（妨げ）となったものは何ですか。

5．設問４の問題解決のために行なった行動を具体的に教えて下さい。

モチベーション低下
人の目 経済的不安 お金

相談 誰に？ 難しい
怖い 伝わらない

ネット環境
人間関係

政策への
不安コロナによる行動制限

オンライン 会話 音楽 SNS

図書館・本屋

運動 散歩 睡眠
早寝早起き 食事

アルバイト

気にしないようにする
諦める 無視 客観視
考えすぎない

勉強

相談 親 カウンセラー

コロナ対策







1．なぜインタビューに応えようと思ったのでしょうか？思いをお聞かせください。

２．大学生活は今どんな状況ですか？ 授業・部活動・サークル活動・バイト・学外の活動など

３．社会活動をしている方へーどんな活動をしていますか？また、関わるきっかけは？

４．今、大学生活であなたがいちばん問題と感じていることはどんなことですか？
あなた自身のことでも、まわりを見て感じていることでも構いません。

５．行政・企業・大学等に求めることがありますか？

６．大学女性協会に求めること、何か共にできることがありますか？

インタビューの内容



インタビューからみえてきたこと

経済的な問題

奨学金
ジェンダー（男性社会）

不寛容

不安（社会・対人・将来）

就職

結婚

学費・生活費

アルバイト

多様性の欠如

貧富の格差

やりがいを感じ非常に充実している

ハラスメント

親ガチャ
（機会不平等）

研究が大好き ロールモデルになりたい

希薄な人間関係

博士課程への進学

理想と現実のギャップ



学生からの要望⇨大学女性協会

▷学生の声をまとめて発信し、行政などに届けてもらいたい。

▷ユース同士のつなぎ役をお願いしたい。

▷外部の学生と一緒に何かを行なうなど、一歩を踏み出してもらいたい。

▷意見や情報交換がカジュアルな雰囲気でできる場の提供。

▷SNSでの発信があれば、つながりができるのではないか。

▷女性に対するハラスメントや孤独で寂しいときに相談できる場所。

▷いろいろな分野の女性博士の講演を聴く機会の提供。



・ユースと対話することの大切さを感じた

・意識高い系という言葉や、人の目を気にするなど、やりたいことができていない人がいる

・学生の何かやりたいに応えたい

・困難な中でも学問への愛情を持ち、目標に向けて行動する姿に感銘を受けた

・私たち大学女性協会にできることは何か真剣に策を考えていきたい

・テーマである「生きづらさ」声なき声が拾えていない感じがする

・コロナ禍は人とのつながり、社会のあり方について深く考える期間であったようだ

・孤独を感じていたためインタビューに応じてくれた学生がいた

・シンポジウム、セミナー、ワークショップなどを共に開催したい

・若者ならではの社会の矛盾や理不尽さに対する気づきと、課題解決に向けた旺盛な発想力

と実行力に脱帽

インタビュアーの感想



〇 アンケートとインタビューのまとめ作業

・2023年度末までにまとめる

・クロス集計は2024年度以降取り組む

〇 インタビューイの方達へのオンライン報告会

〇 大学女性協会に望むことに応えていく

〇 提言につなげていく

今後の課題
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